








































































⑴ 草野昭一  8 12 13  33 11
⑵ 東弘子  6 18 10  34   11.3
⑶ 宮谷敦美 18 12 21  51 17
⑷ 亀井伸孝 12 18 －  30 15
⑸ 松林康博 10 － －  10 10
⑹ 髙阪香津美 － － 13  13 13
履修者計 54 60 57    171   13.2
各年度平均履修者数  10.8 15  14.3    13.2   13.2









































































































































































回 日付 曜日 開講方法 場所 内容
－ ７月31日 火 臨時集合 研究室 登録決定者への事前説明会：スケジュールと留意事項伝達





2 10月３日 火 通常 指定教室 見学のフィードバック、今後の活動について
3～5 10月10, 17, 24日 火 通常 指定教室
プロジェクト１（大学案内と
ディスカッション）準備
6 11月１日 水 別日程開講 県大長久手 C 【プロジェクト１】大学案内、グループディスカッション
7 11月７日 火 通常 指定教室 プロジェクト１のふり返りとプロジェクト２の準備
8～10 11月14日 火 通常 指定教室 プロジェクト２（プレゼンテーション：日本事情紹介）準備





12 12月12日 火 通常 指定教室 プロジェクト２のふり返り
13・14 １月9, 16日 火 通常 指定教室
グループごとの報告文作成、
合同発表会準備







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































50回研究大会 （2016年５月29日 , 南山大学）．
─ ─199
愛知県立大学国際関係学科「プロジェクト型演習」実践報告
亀井伸孝．2017.「フィールドワークにおける視覚的表現の活用：社会調査実
習の成果と近未来の課題」『社会と調査』19: 23‒34．
河合塾編．2016.『大学のアクティブラーニング：導入からカリキュラムマネ
ジメントへ』東京：東信堂．
高山進．2012.「様々な PBL 授業の実践とその振り返り」『大学教育研究：三
重大学授業研究交流誌』20: 33‒39．
ドルニェイ，Z. 2006.八島智子・竹内理監訳『外国語教育学のための質問紙調
査入門：作成・実施・データ処理』東京：松柏社． 
バーグマン，J.・A. サムズ．2015.上原裕美子訳『反転学習』東京：オデッセ
イコミュニケーションズ．
藤川大祐．2017. 「アクティブ・ラーニングとゲーミフィケーション：「主体的・
対話的で深い学び」のデザインに関する考察」『人文社会科学研究科研究プ
ロジェクト報告書第319集 教育におけるゲーミフィケーションに関する実践
的研究 （2）』1‒10. 
増本貴士．2018. 「PBL（課題解決型学習）の手法を用いた集中授業と半期授業
のあり方に関する一考察」『奈良県立大学研究季報』28(4): 27‒44. 
溝上慎一．2014. 『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』東京：
東信堂．
溝上慎一．2016. 「アクティブラーニングとしての PBL・探求的な学習の理論」
溝上慎一・成田秀夫編『アクティブラーニングとしての PBLと探求的な学
習』東京：東信堂．5‒23. 
「愛知県立大学生が授業で岡崎の情報発信：外国語学部初のプロジェクト型演
習」『岡崎経済新聞』2016年１月21日掲載．https://okazaki.keizai.biz/headline/
1300/
「県立大生が地域情報発信：岡崎市のサイトに PR記事」『中日新聞』2016年１
月20日掲載．なごや東版 （16面）．
「康生地区の活性化を：愛知県立大生が岡崎を取材」『東海愛知新聞』2016年
１月20日掲載．１面．
